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まんなかに 愛 のある未来会議
茅野市議会意見交換会

─市議とトーク！ これからの議会について─
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　市民の皆様と議員が対話する意見交換会を、令和 6年 11 月 10 日（日）午前と 12 日（火）夜に
開催しました。テーマを「議会・議員に期待するもの」として、合わせて 34名の皆様にご参加いた
だき様々なご意見をいただきました。「議会・議員活動に対する改善や要望」「議員のなり手不足対
策」「議員定数・報酬のあり方」「その他意見」の 4項目について、活発な意見交換がなされました。
今後の議会活動、議会改革に役立てていきます。

―市議とトーク！ これからの議会について―

令和6年茅野市議会意見交換会� 令和 6年 11月 10日（日）、12日（火）

まんなかに愛 のある未来会議

議
会
・
議
員
活
動
に
対
す
る
改
善
や
要
望

1

議
会
活
動
の
透
明
性
の
向
上

・�

議
員
の
活
動
報
告
を
定
期
的
に
公
開
し
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
を
明
示
。

・��

議
会
中
継
を
即
日
ア
ッ
プ
し
、
市
民
が

い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

2

市
民
と
の
接
点
の
増
加

・�「
議
員
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
市
民
が
議
員

と
気
軽
に
話
せ
る
機
会
を
設
け
る
。

・�

定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
市

民
の
声
を
直
接
聞
く
。

3

若
者
・
女
性
の
参
加
促
進

・�

若
者
や
女
性
の
意
見
を
反
映
す
る
取
り

組
み
を
強
化
し
、
参
加
を
促
す
。

・�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

若
者
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
。

4

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・�LIN
E

やYouTube

な
ど
を
活
用
し
、

市
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
付
け
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
設
置
。

・�

議
会
の
議
論
内
容
を
分
か
り
や
す
く
公

開
し
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
工
夫
を

す
る
。

5

教
育
・
研
修
の
充
実

・�

議
員
の
専
門
性
向
上
の
た
め
、
定
期
的

な
研
修
や
勉
強
会
を
実
施
。

・�

他
市
や
他
国
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

議
会
の
在
り
方
を
見
直
す
。

6

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

・�

議
員
提
言
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
の

意
見
を
反
映
し
た
議
案
を
検
討
す
る
。

・�

情
報
開
示
を
迅
速
に
行
い
、
議
事
録
を

速
や
か
に
開
示
す
る
体
制
を
整
え
る
。

7

地
域
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

・�

現
場
視
察
を
増
や
し
、
地
域
の
実
情
を

行
政
に
伝
え
る
手
段
を
強
化
。

・�

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な

施
策
を
議
会
で
議
論
し
、
実
行
に
移
す
。

議
員
定
数
・
報
酬
の
あ
り
方

1

定
数
削
減
に
対
す
る
懸
念

・�

削
減
の
影
響　

定
数
削
減
が
地
域
密
着
型
の
議

員
を
減
少
さ
せ
、
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
機

会
を
減
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

・��

多
様
な
意
見
の
必
要
性　

議
員
を
増
や
し
て
多

様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
多

い
。

2

定
数
の
適
正
規
模

・�

現
在
の
定
数　

18
人
は
適
正
で
あ
り
、
こ
れ
以

上
の
削
減
は
避
け
る
べ
き
と
の
意
見
が
強
い
。

・�

地
域
ご
と
の
選
出　

各
地
区
か
ら
2
人
選
出
す

る
形
で
、
20
人
が
望
ま
し
い
と
の
声
も
。

3

議
員
の
資
質
向
上

・�

資
質
の
向
上　

議
員
の
資
質
を
高
め
る
こ
と
が

定
数
削
減
の
代
わ
り
に
求
め
ら
れ
る
。

・�

議
員
活
動
の
見
え
る
化　

議
会
や
議
員
活
動
の

透
明
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
信
頼
を
得

る
必
要
が
あ
る
。

4

報
酬
に
関
す
る
意
見

・�

報
酬
の
引
き
上
げ　

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

報
酬
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
る
。

・�

報
酬
の
適
正
化　

報
酬
は
必
要
経
費
と
し
て
平

等
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
議
員
活
動
に

見
合
っ
た
内
容
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

5

市
民
と
の
対
話
の
重
要
性

・�

市
民
の
声
を
反
映　

議
員
は
市
民
の
意
見
に
耳

を
傾
け
、
対
話
を
促
進
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ

る
。

・�

議
会
改
革
の
必
要
性　

定
数
削
減
が
議
会
改
革

で
は
な
く
、
市
民
の
意
見
を
広
く
集
め
る
た
め

に
議
員
定
数
を
増
や
す
べ
き
と
の
意
見
も
。

6

議
員
活
動
の
負
担

・�

負
担
の
軽
減　

議
員
の
人
数
を
増
や
し
て
一
人

一
人
の
負
担
を
減
ら
し
、
兼
業
で
き
る
体
制
を

作
る
こ
と
が
、
な
り
手
不
足
解
消
に
繋
が
る
と

の
提
案
。

議員と距離を感じ

る。親しみが湧く

ように平服で活動

して欲しい
もっと話を聞いて欲しい

議員は是々非々
であるべきだ

ちゃんと議員の

仕事をしてるの?

慎重に検討

すべき

議員の顔が
見えない

若者や女性向けの接触機会の創出

若者の声を反映する取り祖み

LINE や YouTube での要望受付

議会の議論内容の分かりやすい公開

議員の専門性向上のための勉強

他市や他国の先進事例の参考

議員提言の必要性

市民の意見を反映した議案の検討

現場視察の増加

地域の実情を行政に伝える手段の考案

議員の活動報告を公開

議会中継を即日アップ

SNSや動画での発信強化

「議員カフェ」の開催

定期的な意見交換の場

アンケートの実施

議会・議員活動に
対する改善や要望

議会活動の透明性1

市民との接点の増加2

若者・女性の参加促進3

デジタル化の推進4

教育・研修の充実5

行政のチェック機能の強化6

地域課題解決への取り組み7

議案をちゃんと
チェックして
採決して欲しい

報酬の引き上げ

報酬の適正化

市民の声を反映

議会改革の必要性

負担の軽減

地域密着型議員減少

市民意見反映機会減少

議員増加で多様な意見反映

現状の定数（18人）は適正

さらなる削減は避けるべき

各地区から 2人選出

20人が望ましいとの声

議員は市民の意見に耳を傾ける

定数削減ではなく議員定数増加
の意見

議員定数増で負担軽減

兼業できる体制の提案

議会・議員活動の透明性向上

市民の信頼獲得

定数削減の代わりに求められる

必要経費として平等支給

議員活動に見合った内容か

生活の安定のため必要

削減の影響

多様な意見の必要性

現在の定数

地域ごとの選出

資質の向上

議員活動の見える化

議員定数・
報酬のあり方

定数削減に対する懸念1

定数の適正規模2

議員の資質向上3

報酬に関する意見4

市民との対話の重要性5

議員活動の負担6

定数を減らして

本当に大丈夫？

地盤などがある
人以外の若者や
女性が当選しづ
らくなる

手取り20万では
魅力がない意見を広く集める

のに必要な人数に
すべき

一生懸命活動してい
る議員は、自分の椅
子が余っているとは
思わないのでは？
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愛
知
県
　
春
日
井
市

視
察
地

11
月
5
日（
火
）

先
導
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て

研
修
会
場　

�

春
日
井
市
議
会
委
員
会
室

視
察
対
応
者

　
春
日
井
市
議
会　
加
納
議
長

　
春
日
井
市
議
会
事
務
局　
水
野
主
査

　
春�

日
井
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
都
市
政
策

課　
熊
沢
課
長
補
佐
、
津
田
主
査

研
修
・
視
察
内
容

　
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
春
日
井
市
の
東

部
に
位
置
し
、
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）

か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
日
本
三
大
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
一
つ
で
、
現
在
は
約
4
万
人
の
方
々

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
は
ピ
ー
ク
時

か
ら
比
べ
る
と
1
万
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま

す
。
初
期
の
入
居
者
が
一
斉
に
高
齢
化
し
て

い
る
こ
と
や
、
区
域
内
の
人
口
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
公
共
交
通
が
バ
ス
の
み
で

あ
り
、
坂
道
の
移
動
困
難
性
の
克
服
、
高
齢

者
の
外
出
機
会
の
減
少
、
バ
ス
本
数
の
減
少

（
人
口
ピ
ー
ク
時
の
約
4
分
の
3
）、
バ
ス
停

か
ら
自
宅
等
ま
で
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
問
題
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
3
月
に
﹁
高
蔵

寺
リ
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
﹂
を
策
定
し
ま

し
た
。
続
い
て
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

に
は
、﹁
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
タ
ウ

ン
構
想
﹂
を
策
定
し
、
内
閣
府
の
﹁
近
未
来

技
術
等
実
装
事
業
﹂
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
産
学
官
連
携
に
よ
り
自
動
運
転
を
含

む
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、

既
存
の
バ
ス
交
通
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を

模
索
す
る
も
の
で
あ
り
、
丘
に
作
ら
れ
た
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
特
性
に
応
じ
た
、
高
蔵
寺
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
版
の
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
構
築
を
目
指

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
地
区
で
あ
る

﹁
石
尾
台
﹂
で
は
住
民
が
主
体
と
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
、
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
用
い
た
有
償
運

行
を
２
０
２
２
年
（
令
和
4
年
）
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
社
会
実
装
検
討
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
を
一
台
地
域
に
常
駐
さ
せ
て
﹁
オ
ン
デ

マ
ン
ド
乗
合
サ
ー
ビ
ス
﹂
を
行
っ
た
り
、 

春
日
井
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ

﹁
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
！
か
す
が
い
﹂
を
公
開
す
る
な

ど
、
都
市
部
で
は
あ
り
な
が
ら
公
共
交
通
機

関
と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
、
住
民
の

移
動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

令
和
6
年
度
行
政
視
察
報
告

総務環境
委 員 会

委　員　長　　東 城 　 源
副 委 員 長　　木村かほり
委　　　員　　渋 澤 　 務
委　　　員　　野 沢 明 夫
委　　　員　　望 月 克 治

市側随行
市民環境部長　　平 沢 幸 人

議会事務局随行
次　　　長　　若 岡 康 隆

議
員
の
な
り
手
不
足
対
策

1

後
継
者
の
育
成

・�

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム　

若
い
世
代
や
女
性
議
員

と
の
定
期
的
な
対
話
の
場
を
設
け
、
議
員
職

の
魅
力
を
伝
え
る
。

・��

地
域
活
動　

地
域
や
公
民
館
で
の
社
会
教
育

を
通
じ
て
、
行
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

2

議
員
活
動
の
魅
力
向
上

・�

負
担
軽
減　

議
員
活
動
の
負
担
が
大
き
す
ぎ

る
た
め
、
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
制

度
の
導
入
が
必
要
。

・�

副
業
の
許
可　

議
員
職
と
副
業
の
両
立
を
促

進
し
、
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

3

市
民
と
の
距
離
の
縮
小

・�

情
報
公
開　

議
員
の
活
動
を
見
え
る
化
し
、

市
民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
関
心
を
高
め
る
。

・�

啓
発
活
動　

学
校
教
育
や
地
域
活
動
で
議
員

職
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
強
化
。

4

選
挙
に
関
す
る
情
報
提
供

・�

手
順
の
明
確
化　

立
候
補
の
手
順
や
選
挙
に

か
か
る
費
用
を
広
く
周
知
し
、
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
。

・�

若
年
層
の
参
加
促
進　

若
年
世
代
枠
や
女
性

枠
を
設
け
、
議
員
職
を
将
来
の
選
択
肢
と
し

て
位
置
づ
け
る
。

5

市
民
の
無
力
感
の
解
消

・�

市
民
巻
き
込
み
の
合
意
形
成　

市
民
が
市
政

に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
強
化
し
、
無
力
感
を
軽
減
す
る
。

そ
の
他
意
見

　

市
民
の
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

議
員
や
市
政
に
対
す
る
透
明
性
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
連
携
、
財
政
（
お
金
の
使
い
方
）

に
関
す
る
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
の
声
を
多
様
な
方
法
で
聴
取
し
、
具
体
的

な
テ
ー
マ
で
の
議
論
を
促
進
す
る
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。�

（
編
集
：
議
会
広
聴
部
会
）

手順の明確化

若年層の参加
促進

市民巻き込みの
合意形成

若い世代や女性議員
との対話

議員職の魅力を伝える

社会教育を通じた行政
への関心向上

柔軟な働き方の制度
導入

議員職と副業の両立
促進

立候補手順や費用の
周知

若年世代枠や女性枠
の設置

議員活動の見える化

市民の関心を高める

学校教育や地域活動
での魅力伝達

市政との繋がりを
感じさせる取り組み

育成プログラム

地域活動

負担軽減

副業の許可

情報公開

啓発活動

議員のなり手
不足対策

後継者の育成1

議員活動の魅力向上2

市民との距離の縮小3

選挙に関する情報提供4

市民の無力感の解消5

縄文や郷土

への愛着や

誇りが大事

では？

議員への育児
サポート体制

議員職の魅力が
感じられない

公民館や学校で
の主権者教育

子連れ投票
の呼びかけ

若者枠・女性枠をつくる

春日井市議会での研修

春日井市議会での研修

国内初のオンデマンド型自動運転送迎サービス
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三
重
県
　
桑
名
市

視
察
地

11
月
6
日（
水
）

公
民
連
携
「
コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
桑
名
」

に
つ
い
て

研
修
会
場

　
桑
名
市
議
会 

議
会
棟
委
員
会
室

視
察
対
応
者

　
桑
名
市
議
会
事
務
局　
伴
主
査

　
桑�

名
市
市
長
公
室　
近
藤
政
策
創
造
課
長
、

日
紫
喜
課
長
補
佐

研
修
・
視
察
内
容

　
桑
名
市
は
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

に
桑
名
市
、
多
度
町
、
長
島
町
が
合
併
し
た

人
口
１
３
９,
０
０
余
の
市
で
、
名
古
屋
市

へ
電
車
で
約
20
分
と
い
う
交
通
の
便
の
良
さ

か
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
国
内
の
他
市
と
同
様
に
、
少

子
高
齢
化
や
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
は
経
常

収
支
比
率
が
99
・
７
％
に
達
し
、
危
機
的
な

財
政
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
官
民
連

携
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。　
平
成
27
年
に
は
専
門
部
署
を
つ
く

り
、
官
民
連
携
を
専
門
的
に
研
究
す
る
東
洋

大
学
大
学
院
へ
職
員
が
入
学
。
さ
ら
に
連
携

提
案
の
専
用
窓
口
を
設
け
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
時
期
尚
早
と
判
断
し
、
再
構
築
と
な
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
こ
で
取
り
組
み
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

愛
知
県
　
知
多
郡東

浦
町

視
察
地

11
月
7
日（
木
）

委
託
事
業
者
と
連
携
し
た
メ
ル
カ
リ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
の
開
設
に
つ
い
て

研
修
・
視
察
会
場

　
ト
ー
エ
イ
株
式
会
社
本
社

視
察
対
応
者

　
東
浦
町
議
会　
間
瀬
副
議
長

　
東
浦
町
議
会
事
務
局　
鈴
木
局
長

　
東
浦
町
生
活
経
済
部　
畔
上
環
境
課
長

　
東�

浦
町
生
活
経
済
部
環
境
課　
久
野
係
長
、

北
田
主
事

　
ト�

ー
エ
イ
株
式
会
社

　
　
室�

伏
専
務
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
、徳
島
営
業
部
長
、

榊
原
次
長
、今
津
リ
ー
ダ
ー
、
犬
飼

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

研
修
・
視
察
内
容

　
東
浦
町
は
愛
知
県
の
知
多
半
島
北
東
部
に

位
置
し
、
名
古
屋
市
に
近
い
こ
と
か
ら
昭
和

45
年
以
降
大
規
模
な
住
宅
開
発
が
進
み
、

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
の
町
制
施
行
時

１
５,
６
７
７
人
だ
っ
た
人
口
は
、２
０
１
６

年
（
平
成
28
年
）
3
月
に
は
５
０,
０
０
０

人
を
超
え
る
な
ど
、
町
と
し
て
は
全
国
屈
指

の
人
口
が
多
い
町
で
す
。
徳
川
家
康
の
生
母

﹁
於お

大だ
い

の
方
﹂
の
生
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
度
か
ら
家
庭

系
可
燃
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
開
始
し
、一
日

プ
と
し
て
、
民
間
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
る

﹁
広
告
事
業
提
案
制
度
﹂、﹁
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
提
案
制
度
﹂
を

開
始
。
市
の
財
政
負
担
が
な
く
と
も
市
民
サ

ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
、
歳
入
の
確
保
に

つ
な
が
る
事
例
を
重
ね
、
民
間
事
業
者
と
連

携
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
共
有
し
て
い
き
ま
し
た
。

﹁
問
い
合
わ
せ
先
が
分
か
ら
な
い
﹂
と
い
う

民
間
事
業
者
の
不
満
や
、﹁
思
う
よ
う
な
提

案
が
得
ら
れ
な
い
﹂
と
い
っ
た
職
員
の
戸
惑

い
等
も
理
解
し
た
上
で
、
平
成
28
年
10
月
に
、

﹁
コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
桑
名
﹂
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
﹁
コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
桑
名
﹂
は
、
提
案
を
も

ち
込
む
事
業
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
話
窓
口

で
、
現
在
は
職
員
3
人
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
型
や
フ
リ
ー
型
な
ど
4
タ
イ
プ

一
人
当
た
り
５
５
８
ｇ
の
処
理
を
４
２
９

ｇ
ま
で
減
少
さ
せ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
と
リ
ユ
ー
ス
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
町
内
の
事
業
者
で
あ
る
﹁
ト
ー
エ
イ

株
式
会
社
﹂
に
粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス
販
売

が
で
き
な
い
か
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、﹁
回

収
の
受
付
と
販
売
を
一
連
で
行
え
ば
で
き
る

の
で
は
？
﹂
と
提
案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

﹁
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
﹂
で
の
販
売
に
至

り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
プ
名
は
﹁
ひ
が
し
う
ら

リ
ユ
ー
ス
ｂｙ
・
ト
ー
エ
イ
﹂。

　
こ
れ
ま
で
東
浦
町
で
は
、
戸
別
回
収
し
た

粗
大
ご
み
は
東
部
知
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
破
砕
し
焼
却
す
る
な
ど
の
処
理
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
回
収
し
た
粗
大
ご
み
の
内
、
町

で
提
案
を
受
け
付
け
、
原
課
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
事
例

と
し
て
、
財
政
難
に
よ
り

運
営
が
止
ま
っ
て
い
た
健

康
増
進
施
設
﹁
神し
ん

馬め

の

湯
﹂
が
あ
り
、
コ
ラ
ボ
・

ラ
ボ
の
窓
口
を
通
し
て
官

民
連
携
が
実
現
。
施
設
の

建
設
運
営
費
は
事
業
者
が

負
担
す
る
と
い
う
民
設
民

営
で
事
業
が
実
現
し
た
上
、

市
に
は
年
間
約
５
０
０
万

円
の
地
代
収
入
が
入
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　
庁
内
で
も
連
携
の
意
識

が
浸
透
し
は
じ
め
、
複
数

の
福
祉
施
設
を
統
合
し
た

﹁
桑
名
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
﹂

と
い
っ
た
事
例
も
生
ま
れ
、

令
和
4
年
度
ま
で
の
提
案

総
数
は
２
１
８
件
で
、
そ

の
内
70
件
が
実
現
に
至
っ

て
い
ま
す
。
積
み
重
ね
の

効
果
は
数
字
に
も
あ
ら
わ

れ
、
経
常
収
支
比
率
も

13
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

ま
し
た
。

　
で
き
な
い
理
由
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す

れ
ば
実
現
で
き
る
の
か
を

考
え
、
ま
ち
の
た
め
に
な

る
の
な
ら
条
例
を
変
え
る

く
ら
い
の
気
概
が
大
切
、

民
の
同
意
を
得
ら
れ
た
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
も

の
を
委
託
事
業
者
で
あ
る
ト
ー
エ
イ
が
選
定
、

清
掃
し
た
上
で
﹁
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
﹂

で
販
売
し
て
い
ま
す
。﹁
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ

ｐ
ｓ
﹂
を
使
っ
た
自
治
体
の
粗
大
ご
み
販
売

と
し
て
は
全
国
で
11
番
目
で
す
が
、
委
託
事

業
者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は
全
国
初
の
取

組
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
令
和
6
年
4
月
の
開
設
以
降
、
粗
大
ご
み

は
21
点
、
玩
具
は
53
点
の
取
扱
い
で
、
売
上

高
と
し
て
は
7
万
円
規
模
と
事
業
と
し
て
は

採
算
が
と
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
民
へ
の
意
識
醸
成
や
、
企
業
と
し
て
儲
る

こ
と
よ
り
も
地
域
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
点
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
元
事
業

者
と
の
連
携
は
、
前
日
の
桑
名
市
同
様
、
職

員
の
意
識
も
肝
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

と
い
う
担
当
の
方
か
ら
の
お
話
が
特
徴
的
で

し
た
。

桑名市議会での研修

コラボ・ラボによる成功例　～市役所駐車場の有効活用（サウンディング型市場調査）～

東浦町トーエイ本社での研修

東浦町トーエイ本社での研修

メルカリ Shops「ひがしうらリユース by トーエイ」を視察



委員会審査・本会議討論

9　　ちの市議会だより　第 52号 ちの市議会だより　第 52号　　8

６
５
５
万
４
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

補
正
の
内
容
（
支
出
）

・
営
業
費
用
（
人
件
費
）
６
５
５
万
４
千
円

議
案
第
88
号

茅
野
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
に
、

１
２
４
万
５
千
円 

を
追
加
す
る
も
の
。

補
正
の
内
容
（
支
出
）

・
営
業
費
用
（
人
件
費
）
１
２
４
万
５
千
円

総
務
環
境
委
員
会
（
12
月
13
日
）

委
員
長　

東
城　
源

議
案
第
81
号
（
審
査
日
11
月
29
日
）

茅
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
た
給
与
改
定
を

行
う
た
め
、
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

議
案
第
79
号

令
和
６
年
度
永
明
小
中
学
校

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

の
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
小
中
学
校
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
請
負
金

額
が
適
当
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
請

負
契
約
書
の
規
定
に
基
づ
き
契
約
内
容
の
一

部
を
変
更
す
る
も
の
。

問
こ
の
変
更
契
約
は
議
決
が
必
要
な
額
を

超
え
て
い
る
た
め
に
変
更
が
明
ら
か
に

な
っ
た
が
、
基
準
以
下
で
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ

ド
要
綱
に
よ
り
変
更
し
た
契
約
は
あ
る
か
。

答
そ
の
よ
う
な
変
更
は
あ
る
。
そ
の
場
合

は
決
算
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。問

議
決
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
変
更
契
約

は
公
表
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

答
公
表
は
し
て
い
る
。

議
案
第
80
号

諏
訪
広
域
連
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
地
区
小
児
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
令
和
６
年
３
月
末
を
も

っ
て
終
了
し
、
令
和
６
年
９
月
に
諏
訪
地
区

小
児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
し
た

こ
と
に
伴
い
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

議
案
第
84
号

茅
野
市
湖
東
白
井
出
財
産
区

管
理
会
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
湖
東
白
井
出
財
産

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

予
算
決
算
委
員
会
（
12
月
12
日
）

委
員
長　

望
月　
克
治

議
案
第
85
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
千
９
５
１
万
８

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０

８
億
７
千
８
３
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
の
内
容
（
歳
出
）

・
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
負
担
金
７

千
２
９
８
万
円

・
ふ
る
さ
と
茅
野
市
応
援
寄
付
金
事
業
費
４

千
６
６
１
万
３
千
円

・
国
県
支
出
金
等
過
年
度
精
算
に
よ
る
返
還

全会
一致で

可
決

金
１
億
４
千
38
万
８
千
円

・
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担

金
１
千
３
１
３
万
円

・
福
祉
医
療
給
付
等
事
業
費
３
千
万
円

・
北
部
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ボ
イ

ラ
ー
更
新
工
事
１
千
２
４
３
万
３
千
円

議
案
第
86
号

令
和
６
年
度
茅
野
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
87
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
57
億
２
千
２
２
８
万
４

千
円
と
す
る
も
の
。

補
正
の
内
容
（
歳
出
）

・
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
87
万
６
千
円

議
案
第
87
号

茅
野
市
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
収
益
的
支
出
の
予
定
額
に
、

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

区
が
、
議
会
制
か
ら
管
理
会
制
に
移
行
す
る

た
め
に
提
出
さ
れ
た
も
の
。

問
議
会
制
か
ら
管
理
会
制
に
移
行
す
る
た

め
の
基
準
は
。

答
特
に
基
準
は
な
い
。

問
他
に
も
こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
手
続
き
は
必
要
か
。

答
ま
ず
は
各
財
産
区
で
の
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
法
令
に
則
っ
た
手
続
き
は
必
要

で
あ
る
。

問
管
理
会
で
あ
れ
ば
公
職
選
挙
法
に
よ
る

兼
務
の
制
限
は
な
く
な
る
の
か
。
ま
た
、

管
理
会
制
か
ら
議
会
制
へ
の
移
行
も
可
能
か
。

答
兼
務
は
可
能
と
な
る
。ま
た
、管
理
会
制

か
ら
議
会
制
へ
の
移
行
も
可
能
で
あ
る
。

福
祉
教
育
委
員
会
（
12
月
16
日
）

委
員
長　

木
村　
明
美

議
案
第
82
号

茅
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

問
条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
茅
野

市
内
で
配
置
が
変
わ
る
園
は
あ
る
の
か
。

全会
一致で

可
決

答
こ
の
条
例
は
小
規
模
保
育
の
関
係
を
定

め
る
基
準
に
な
る
。
現
時
点
で
茅
野
市

に
は
小
規
模
保
育
は
な
い
。

議
案
第
83
号

茅
野
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
６
年
の
夏
に
営
業
を

終
了
し
た
茅
野
市
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
を
廃

止
す
る
た
め
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

問
付
則
に
あ
る
、
回
数
券
払
い
戻
し
の
金

額
算
出
方
法
お
よ
び
、「
別
に
定
め
る
方

法
」に
よ
り
払
い
戻
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
回
数
券
１
枚
の
金
額
に
つ
き
額
面
を
綴

り
の
枚
数
で
割
り
、
１
円
以
下
の
端
数

は
切
り
上
げ
て
、
１
円
単
位
の
算
出
で
そ
の

枚
数
に
応
じ
て
支
払
い
を
す
る
。
ま
た
、
未

利
用
の
回
数
券
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ス
ケ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
持
参
し
、
未
利
用

回
数
券
払
戻
申
請
書
に
記
入
し
、
写
真
付
き

身
分
証
明
書
で
本
人
確
認
を
し
た
上
で
現
金

で
払
い
戻
す
。

陳
情
10

国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の

国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る

陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

全
国
の
知
事
会
、
市
町
村
、
市
長
会
で
も

言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
対

全会
一致で

可
決

賛成少数
により

不
採
択

す
る
理
由
は
な
い
の
で
採
択
。

○ 

他
の
支
援
も
み
ん
な
含
ま
れ
る
、
こ
の
ま

ま
で
採
択
。

○ 

低
所
得
者
対
策
、
そ
ち
ら
に
も
っ
と
力
を

入
れ
て
も
ら
う
よ
う
な
意
見
書
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
趣
旨
は
理
解
で
き
る
の
で

内
容
全
体
と
し
て
趣
旨
採
択
。

○ 

国
庫
負
担
の
増
額
が
必
ず
し
も
制
度
改
正

や
個
人
負
担
の
減
額
に
結
び
つ
く
と
い
う

よ
う
な
内
容
で
は
な
い
。
問
題
は
制
度
に

あ
る
と
思
う
。
願
意
に
つ
い
て
は
十
分
に

理
解
が
で
き
る
の
で
趣
旨
採
択
。

○ 

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
国
保
加
入
率
は
全

国
平
均
21
・
２
％
、
社
会
保
険
加
入
率
は

63
・
４
％
。
国
保
の
３
倍
の
加
入
者
で
あ

る
の
に
社
会
保
険
の
国
費
投
入
は
国
保
の

四
分
の
１
。
国
保
に
は
か
な
り
の
金
額
が

入
っ
て
い
る
。
も
っ
と
抜
本
的
な
こ
と
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
不
採
択
。

○ 

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
保

険
料
半
額
軽
減
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
、

そ
の
支
援
に
国
の
財
政
確
保
が
必
要
で
、安

定
的
な
国
保
運
営
を
考
え
れ
ば
慎
重
に
検

討
し
た
方
が
い
い
と
考
え
る
の
で
不
採
択
。

○ 

国
庫
負
担
の
増
額
が
、
イ
コ
ー
ル
陳
情
趣

旨
に
書
か
れ
て
い
る
背
景
の
も
の
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い
の
で
不
採

択
。

○ 

国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
て
、
ど
ん
な
支

援
を
求
め
て
い
く
の
か
不
明
確
な
の
で
不

採
択
。

○ 
運
営
主
体
が
国
保
の
場
合
は
県
な
の
で
、

県
へ
陳
情
を
出
し
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る

形
で
市
町
村
議
会
に
も
意
見
書
を
出
し
て

欲
し
い
と
い
う
の
な
ら
理
解
で
き
る
。
確

定
的
な
理
由
が
明
確
で
な
い
の
で
不
採
択
。

　
茅
野
市
議
会
令
和
６
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
29
日
（
金
）
か
ら

12
月
20
日
（
金
）
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
側
提
出
議
案
12
件
、議
会
側
提
出
議
案
１
件
、陳
情
１
件
が
審
議
さ
れ
、議
会
側
提
出

議
案
１
件
が
否
決
さ
れ
た
以
外
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
経
済
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

令
和
６
年
12
月
定
例
会

12 月定例会　陳情採決結果

表　　題 趣　旨 提出者
採決結果

委員会 本会議

陳情 10
国民健康保険財政
への国庫負担の増
額を求める陳情書

国民健康保険財政へ
の国庫負担の増額を
意見書として政府関
係機関に提出するこ
とを求める。

諏訪地方社会保
障推進協議会 不採択 採択

陳情 10 は委員会では不採択でしたが、本会議では賛成多数で採択されました。
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令和 6 年 12 月定例会一般質問通告一覧 ①
 一般質問における実際のやりとり、市側の答弁については、記載の QR コードから動画でご覧いただけます。

件　　　名 小項目・動画 QR コード

佐
々
木
　
美
智
子

1 AI 乗り合いオンデマンド交通「の
らざあ」の持続可能性

（1） 運行ルートと運行環境の改善について
（2） 他地域のオンデマンド交通との比較について
（3） ドライバー不足の解消方法について

　2 人口減少下における市内小学校の
統合と学校の在り方

（1） 市内 9 つの小学校の児童数推移と浮上する課題について
（2） 学校の存在意義と在り方について
（3） 学校と地域の連携・協働の必要性について
（4） こどもたちの学習権と教育の自由について

両
角
　
直
樹

3
小学校再編の方針転換による今後
の「行財政改革プラン 2023」へ
の影響について 　

（1） 令和 6 年度現時点での優先改革事項の進捗状況について
（2） 小学校再編先延ばしによる優先改革事項の削減目標への影響

について
（3） 小学校再編方針の方向転換に至った経緯と理由について
（4） 通学区の変更を踏まえた市全体としての小・中学校再編の考

え方・今後の見通しについて
（5） 小学校再編検討延期に伴い第 1 次茅野市小中学校管理計画実

行の必要性について

木
村
明
美

4 健康増進の取組について
（1） 健康増進の取組について 
（2） 「ライフコースアプローチ」を踏まえた健康づくりについて 
（3） デジタルを活用した健康づくりについて 　

渋
澤
　
務

5 茅野市消防団総合計画について
　

（1） 消防団組織の適正配置案について 
（2） 消防団機械器具の配備と屯所の維持管理について
（3） 消防団の事業について
（4） 新体制における出動計画について
（5） 自主防災組織との関係性について

向
山
　
平
和

6 学校給食費無料化について

（1） 5000 筆の無料を求める市民の声をどう受け止めていますか
（2） 無料化についてどのように検討されましたか
（3） 1 食 15 円の補助の継続について
（4） 市の補助金の増額について 　

机
　
博
文

7 農地貸借の仕組が大きく変わるこ
とについて

　

（1） 利用権設定等促進事業廃止の耕作者への周知状況について
（2） 利用権設定等促進事業が廃止され、農地中間管理事業に統合される

ことへの課題及び影響等について
（3） 機構集積協力金等の活用について
（4） 策定中の地域計画との関わりについて

8 茅野市ゼロカーボン戦略の推進に
ついて

（1） 2030 年までに目指す温室効果ガスの削減目標と課題について
（2） 市民の意識醸成に向けた取組について
（3） 官民連携と行政間での連携による取組について

木
村
　
か
ほ
り

9 個別避難計画の進捗状況について
（1） 進捗状況について
（2） 現時点での課題について
（3） 今後のスケジュールについて

　10 茅野市における自然保育の取組に
ついて

（1） 自然保育の取組の現状について
（2） やまほいく認定について
（3） 今後の取組について

12 月定例会一般質問通告一覧 ② 茅野市の課題を問う !
件　　　名 小項目・動画 QR コード

野
沢
　
明
夫

11 税務行政について

（1） 知事感謝状授与の経過と内容
（2） 収納率向上の取組の現状
（3） 長野県滞納整理機構への移管状況
（4） 職員時間外勤務の現状と要因

　
12 令和 6 年度まちづくり懇談会に

ついて

（1） 開催状況は
（2） テーマ設定過程での検討内容は
（3） 市民に伝えるべき事柄は十分か
（4） 市民から官民連携の推進のアイディアや提言はあったか
（5） 今後の開催方法に展望はあるか

伊
藤
　
勝

13 諏訪鉄山の今後の活用について

　

（1） 諏訪鉄山についてどの様な歴史的認識をもっているか
（2） 来年戦後 80 年の節目で何か市民に広く知ってもらう企画をしてい

るか
（3） 遺跡、歴史をどのように後世に伝えるか

14 公契約条例について
（1） 変更請負をどのように受け止めているのか
（2） 説明のあった労務費の調査をしているのか
（3） 公契約条例の考えは

竹
内
　
巧

15 時代に即した「市民が主役のまち
づくり」について

（1） 市民が主役のまちづくりを実現するために必要なことについて
（2） 行財政改革が進められる中での、行政支援の具体的な形について
（3） パートナーシップのまちづくりの新たなステージについて
（4） モデル地区で進めている「区・自治会の在り方」の進捗状況と今後

の進め方について
（5） 入区・入会に対する市の取組について

　

16 温泉施設に対する行財政改革の進
め方について

（1） 温泉施設の行財政改革の進捗状況について
（2） 改革を進める際の市民対話の持ち方について
（3） 情報発信のタイミングと打ち出し方について

両
角
　
実
晃

17 鉢巻道路の整備と八ヶ岳西麓の活
性化について

　

（1） 鉢巻道路の整備について、これまでどのような対応をされてきたの
か。また、県の考え方の把握について

（2） 鉢巻道路が、八ヶ岳西麓の活性化に果たす役割をどのように考えて
いますか

（3） 鉢巻道路の整備は、単に八ヶ岳西麓の活性化だけでなく、大きな可
能性があると思います。道路に着目した「環八ヶ岳」への市として
の想いや構想について

梯
　
泰
弘

18 行財政改革の進捗状況及び今後の
方針について

（1） 行財政改革における優先改革事項の進捗状況について
（2） 行政評価の取組状況について
（3） 今後、歳出を圧迫する分野へのアプローチについて
（4） 市の資産を活用した収益向上策について
（5） ふるさと納税における別荘利用者向けサービス拡充について
（6） 行財政改革における成果や課題等の情報発信について

　

小
尾
　
一
郎

19 災害時孤立可能性集落と道路整備
について

　

（1） 災害時孤立可能性集落とはどんな集落を指すのか
（2） 茅野市で災害時に孤立集落が発生する可能性について
（3） 道路整備とはどのようなものなのか
（4） 市の一般的な道路整備に関する優先順位等の方針について
（5） 災害に対応した道路整備に関する市の方針について
（6） 市の道路整備一般の現状と今後について
（7） 災害を想定した道路整備の現状と今後について

望
月
　
克
治

20 国民健康保険被保険者証が発行さ
れなくなった対応について

（1） 資格確認証はどういう方に発行するのですか
（2） マイナ保険証にしている方への対応はどうなりますか

　
21 デジタル田園健康特区の現状につ

いて

（1） 活用する項目は選定できましたか
（2） 電子処方箋の検証事業の結果は出ましたか
（3） 空き家対策の実証調査事業の結果は出ましたか

22 市役所の窓口での対応について （1） 窓口ワンストップサービスはどこまで進んでいますか
（2） 障害となっているのは何ですか
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令和 6 年 12 月定例会　賛否が分かれた議決結果
 ○…賛成　　●…反対　　※議長は採決には加わりません。

番
　
　
号

件　　名 議決結果

両
角
　
直
樹

梯
　
　
泰
弘

向
山
　
平
和

佐
々
木
美
智
子

渋
澤
　
　
務

木
村
　
明
美

竹
内
　
　
巧

木
村
か
ほ
り

両
角
　
実
晃

東
城
　
　
源

机
　
　
博
文

小
尾
　
一
郎

樋
口
　
敏
之

野
沢
　
明
夫

伊
藤
　
　
勝

望
月
　
克
治

長
田
　
近
夫

陳　
情

10 国民健康保険財政への国庫負担
の増額を求める陳情書

賛成多数により
採択 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

議
員
提
出
議
案

4 国民健康保険財政への国庫負担
の増額を求める意見書（案）

賛成少数により
否決 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●
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.city.chino.lg.jp/site/chino-cc/ ちの市議会だより第53号は、6月1日発行予定です。
令和 7 年 3 月定例会、議会活性化の取り組み　他

3 月定例会本会議予定
2 月 25日（火）　開会、提案説明、先議案件採決
3月   4 日（火）　議案質疑、委員会付託
3月   6 日（木）　一般質問
3月   7 日（金）　一般質問
3月 10日（月）　一般質問
3月 21日（金）　委員長報告、採決、閉会

※�変更される可能性もあります。 
詳しくは議会ホームページでご確認ください。

みなさんもぜひ傍聴にお越しください！

　市議会の本会議及び各常任委員会はどなたでも傍聴で

きます。予約の必要はありません。

　本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟 3階ま

でお越しください。事務局への連絡は不要です。

　なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事務

局までご連絡をお願いします。

議場で行われる本会議は
ライブ中継と録画映像でご視聴いただけます。

茅野市議会 検索

　議場で行われる本会議は、下記の予定に合わせてビーナチャンネル（12Ch 茅野市コミュニティ放送）
とインターネットでライブ中継を行います。テレビで、ネットで、ぜひご覧ください。

　なお、本会議や一般質問等の録画映像は、後日議会ホームページで配信しま
す。詳しくは議会ホームページをご確認ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧も
できますので、併せてご利用ください。
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